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出．第5回肝臓と糖尿病・代謝研究会．2018，7，21．抄録集：12．

2 江口有一郎：なぜ佐賀に肝臓ガンが多いのか？～肝がんを防ぐコツ～．牛津町老人クラブ連合会発
足50周年記念式典．2018，3，6．抄録集．

3 江口有一郎：地域のウイルス性肝炎，NASH・肝がん対策の切り札は多職種連携～誰が，誰に，何
を，どうやってするか？．愛知医科大学肝臓病セミナー 一般医療者向け研修会．2018，3，31．
抄録集．

4 江口有一郎：眼科の術前スクリーニング検査を活用したＢ型肝炎・Ｃ型肝炎対策～拾い上げから患
者対応～診療連携まで～．第122回日本眼科学会総会（イブニングセミナー3）．2018，4，19‐22．
抄録集．
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5 江口有一郎：Ｃ型肝炎の掘り起こしと肝疾患と臓器連関（糖代謝及び骨格筋）．第72回肝臓クリニ
カルセミナー～Ｃ型肝炎の掘り起こしと肝疾患と臓器連関（糖代謝及び骨格筋）～．2018，5，16，
場所：福岡 ソラリア．抄録集．

6 江口有一郎：県民の意思決定を探り，県の意思決定に繋ぐ．AbbVie HCV Expert Forum 2018．
2018，5，26．抄録集．

7 江口有一郎：肝炎医療コーディネイトについて．平成30年度 静岡県肝疾患診療連携拠点病院連絡
協議会（特別講演）．2018，5，26．抄録集．

8 江口有一郎：肝疾患診療連携拠点としてのスキル向上・体制構築を（目的：肝炎コーディネータに
関する講演）．平成30年度 静岡県肝疾患診療連携拠点病院連絡協議会．2018，5，26．抄録集．

9 江口有一郎：市中病院のNASH外来の歴史．「Young Investtigators WEB Conference」～Special
Lecture 演題②～．2018，6，20．抄録集．

10 江口有一郎：肝臓専門医が期待するGLP‐1受容体作動薬～生活習慣病に潜むNASHの話題も含
めて～．第50回日本動脈硬化学会総会・学術集会（ランチョンセミナー2）．2018，7，12‐13．抄
録集．

11 江口有一郎：これからの肝炎対策は多職種協働が鍵～最新のウイルス性肝炎の話題を含めて～．第
3回いわてリカバリーカンファレンス．2018，7，21．抄録集．

12 江口有一郎：プロフェッショナル 医療スタッフの流儀～その一言が肝疾患患者さんを苦しみから
救うスペシャル～．Medical Supporter Conference～肝疾患と糖尿病～肝臓領域における知識の普
及と学問的水準の向上．2018，7，24，会場：ホテルポールスター札幌（札幌市中央区）．抄録集．

13 江口有一郎：～地域ぐるみで取り組む佐賀県肝がん死亡率ワースト1位汚名返上プロジェクト～．
第21回日本高齢消化器病学会総会／第14回消化器病における性差医学医療研究会（特別講演）．2018，
8，3‐4．抄録集．

14 江口有一郎：糖尿病治療に潜む非アルコール性脂肪肝炎を見落とさないために～拾い上げから治療
まで～．消化器・糖尿病カンファレンス～肝臓専門医と連携する糖尿病治療戦略～．2018，8，20，
場所：第一三共九州支店（博多区博多駅東）．抄録集．

15 江口有一郎：これからの肝炎・肝硬変対策は多職種協働が鍵～薬物治療から運動療法まで～．平成
30年度 第2回兵庫肝疾患診療連携フォーラム（特別講演Ⅰ）．2018，9，8．抄録集．

16 江口有一郎：糖尿病治療に潜む非アルコール性脂肪肝炎を見落とさないために～拾い上げから治療
まで～．肝臓と糖尿病治療を考える会 in 八幡．2018，9，12．抄録集．

17 江口有一郎：脂質異常症や糖尿病に潜む非アルコール性脂肪肝炎を見落とさないために．肝疾患
フォーラム in 城東（特別講演）．2018，9，27．抄録集．

18 江口有一郎：糖尿病診療に潜むNASH～肝臓専門医が期待するGLP‐1受容体作動薬．GLP‐1製
剤に関する講演．2018，10，11．抄録集．

19 江口有一郎：糖尿病診療に潜むNASH～肝臓専門医が期待するGLP‐1受容体作動薬．第6回北摂
糖尿病Dialogue．2018，10，13．抄録集．

20 江口有一郎：Ｃ型肝炎治療の意義－専門医とかかりつけ医と患者の視点．Web佐賀県講演会．
2018，10，15．抄録集．

21 江口有一郎：糖尿病や肥満症，生活習慣病に潜むNASHを見落とさないコツ．日野川流域生活習
慣病研究会．2018，10，18．抄録集．
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22 江口有一郎：肝臓がんにならない3つのヒミツ．福井県済生会病院肝疾患センター市民公開講座
「元気な肝ぞうでめざせ健康長寿！～聞けばナットク！がんにならない検査と習慣～」（特別講演）．
2018，10，20．抄録集．

23 江口有一郎：疫学（講演）．日本医療戦略研究センター認定 NASH療養指導士研修会．2018，10，
21．抄録集．

24 江口有一郎：脂質異常症や糖尿病に潜む非アルコール性脂肪肝炎を見落とさないため．城南肝疾患
フォーラム（特別講演）．2018，10，26．抄録集．

25 江口有一郎：行動経済学を用いた疾病啓発から「Bone Health」啓発へ．第30回北九州がんセミナー．
2018，11，5．抄録集．

26 江口有一郎：糖尿病診療に潜むNASH～拾い上げとマネジメントにおけるFibroscan と GLP‐1受
容体作動薬への期待～．糖尿病を合併した肝疾患マネジメントRAPPORT．2018，11，28．抄録
集．

27 江口有一郎：「肝炎医療コーディネーターとしての活躍」の「として」を考え直す．山陰肝疾患セ
ミナー in 松江．2018，11，29．抄録集．

28 江口有一郎：これからの肝炎対策は多職種協働が鍵～全国の肝炎医療コーディネーターの活動の実
際と課題解決に向けて～．第3回医療従事者のための肝炎対策セミナー．2018，12，5．抄録集．

29 江口有一郎：肝炎医療コーディネーターの役割について．平成30年度滋賀県肝炎医療コーディネー
ター養成研修．2018，12，9．抄録集．

30 江口有一郎：佐賀県肝がん死亡率ワーストNo．1汚名返上プロジェクト．倉敷病診連携肝疾患セミ
ナー．2018，12，11．抄録集．

31 江口有一郎：糖尿病治療に潜む非アルコール性脂肪肝炎を見落とさないために～拾い上げから治療
まで～．南高医師会学術講演会．2018，12，12．抄録集．

32 江口有一郎：Ｃ型肝炎治療の意義－専門医とかかりつけ医と患者の視点．東濃地区肝炎講演会．
2018，12，15．抄録集．

33 岩根紳治：佐賀大学病院における両立支援システム立ち上げの経過と課題．第5回肝臓チーム医療
講演会．2018，1，27．抄録集．

34 岩根紳治：慢性肝疾患患者の自覚症状の特徴について．レミッチエリアフォーラム佐賀．2018，2，
28．抄録集．

35 岩根紳治：「糖尿病と肝疾患」．Ｈ30年度佐賀県糖尿病療養指導士認定研修会．2018，7，8．抄録
集．

36 岩根紳治：これを知れば，肝がんにならない！．神埼市郡医師会 市民公開講座「あなたは大丈夫？
肝がん，糖尿病」～肝がんと糖尿病から自分を守ろう～．2018，11，17．抄録集．

37 岩根紳治：「ウイルス性肝炎」「肝硬変・肝がん」．平成30年度肝炎医療コーディネーター養成研修
会．2018，11，18．抄録集．

38 大枝 敏：HbA1c が Fiedewald 式による LDL測定値に与える影響．第82回佐賀糖尿病内分泌懇話
会．2018，9，28．抄録集．

39 大枝 敏：慢性肝疾患患者のかゆみに関連する因子について．大日本住友製薬株式会社九州支店
久留米佐賀営業所社内研修．2018，3，7．抄録集．
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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

特任教授 江口有一郎 厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患等
政策研究事業
（代表）

ソーシャルマーケティング手法を用い
た心停止下臓器提供や小児の臓器提供
を含む臓器提供の選択肢提示を行う際
の理想的な対応のあり方の確率に関す
る研究

5，895

特任教授 江口有一郎 厚生労働行政推進調査事業
費補助金

肝炎等克服政
策研究事業
（代表）

肝炎ウイルス検査受検から受診，受療
に至る肝炎対策の効果検証と拡充に関
する研究

39，988

特任教授 江口有一郎 厚生労働行政推進調査事業
費補助金

肝炎等克服政
策研究事業
（分担）

職域等も含めた肝炎ウイルス検査受検
率向上と陽性者の効率的なフォロー
アップシステムの開発・実用化に向け
た研究

3，800

特任教授 江口有一郎 厚生労働行政推進調査事業
費補助金

エイズ対策政
策研究事業
（分担）

HIV感染症及びその合併症の課題を
克服する研究

2，000

特任教授 江口有一郎 厚生労働科学研究費補助金 肝炎等克服政
策研究事業
（分担）

地域に応じた肝炎ウイルス診療連携体
制構築の立案に資する研究

1，000

特任教授 江口有一郎 厚生労働行政推進調査事業
費補助金

肝炎等克服政
策研究事業
（分担）

肝がん・重度肝硬変の治療に係るガイ
ドラインの作成等に資する研究

2，000

特任教授 江口有一郎 厚生労働行政推進調査事業
費補助金

肝炎等克服政
策研究事業
（分担）

肝炎ウイルスの新たな感染防止・残さ
れた課題・今後の対策

500

特任教授 江口有一郎 佐賀県 受託研究
（代表）

「歩くまちづくり」に資する環境構築
に関する研究

19，231

特任教授 江口有一郎 国立大学法人東京大学 受託研究
（分担）

組織学的に診断された『アルコール
性』でない脂肪肝炎（non-ASH steato-
hepatitis）の registry における病理学
的検討を中心とした研究

1，300

特任教授 江口有一郎 EAファーマ株式会社 臨床研究
（代表）

NASH患者のセグメント化に関する
研究

5，720

特任教授 江口有一郎 The Board of Trustees of
the Leland Stanford Junior
University

共同研究
（代表）

Treatment outcomes in chronic hepa-
titis B patients on sequential therapy
with tenofovir alafenamide

282

特任教授 江口有一郎 労災疾病臨床研究事業費補
助金

（分担） 医療機関における両立支援の取り組み
に関する研究

0

研究助成等
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職 名 氏 名 学術（学会）賞名 受 賞 課 題

助 教 大枝 敏 日本超音波医学会 第28回九州地方会
Young Investigator’s Award 最優秀
賞

FibroScan の controlled attenuation parameter 値に皮
膚肝表距離が与える影響

特任教授 江口有一郎 2018年度一般社団法人 日本肝臓学会
機関誌 Hepatology Research Citation
Award

Pilot study of liraglutide effects in non-alcoholic steato-
hepatitis and non-alcoholic fatty liver disease with glu-
cose intolerance in Japanese patients (LEAN-J)

学術（学会）賞
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